
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ウロ

ソロリティ

レクイエム

レクイエム

16

反転

21

花園

10
77 幸福の時

32 謝罪

橙色の少年

青空を背に

空の色

血が繋がらなくとも

ああ、幸せ。こんなに幸せでいいのかな。終わるのがこわいくらいの幸せ。夢じゃないかと思うくらいの幸せ。そう。あなたの中にある夢のような記憶。けれどそれは、「あった」のだ。

大切な人を傷つけてしまった。謝らなくてはいけないのに。まだ一言も謝っていないのに。気がつけば死んでいて、死にながら生きている。あの人はきっといるはず。あの人に謝らなくては、謝らなくては。

夕焼けを背にして、君に手を振る。「絶対にまた」そう、笑いながら。あの時別れた子は、一体どこに引き取られたのだろう。

施設の電気が全て落ち、真っ暗闇の中、貴方は怯えながらじっと耐えた。部屋の外からは銃声、人の叫び声。そして、貴方達の居る部屋の壁が、突然爆破された。差し込む光は、久しく浴びていなかった外の光。そして、壁にあいた穴のむこうから、貴方達に手を差しのべる人がいた。

彼等に救われて、乗り込んだ軍用ヘリ。記憶は曖昧で、薬に犯された思考で、それでも彼等は嬉しそうにしていたのを覚えている。だが、激しい衝撃と光、そして熱が全てを掻き消した。

カストルとポルックスは双子の兄弟だった。兄弟のいない自分達を同じように兄弟だと呼んで笑ってくれた。空に浮かぶ星を見てくだらないことを話し共に笑いあの空に夢を見た。血はつながらなくとも、自分達はたしかに家族であり、兄弟だったのだ。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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姉妹全員、攻撃マニューバ1つをラピッドで使用可

以後、ターン終了まで出目＋1

射撃攻撃　出目＋1

射撃攻撃　最大射程＋1可

任意の攻撃マニューバ1つをラピッドで使用可

2

1

肉弾攻撃１

支援2

最大行動値+1

肉弾攻撃１

支援１

移動１

射撃1　出目＋1

射撃2＋連撃1

射撃1＋爆発＋全体攻撃

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

未練の対象たる人の部品、あるいは過去の己の部品。使えない体の一部を持ち歩くのも、あるいは人間らしさだろうか。

移動１

移動１

妨害１
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